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§１．研究成果の概要 

本研究では、高スピン偏極電流の生成が可能な電極材料を創製し、この電極を電気化学反応

に用いることで、通常の電流では実現不可能な、スピン偏極電流ならではの革新的な電気化学反

応の実現を目指している。 

 2021 年度は、遷移金属ダイカルコゲナイドの一種である MoS2 にキラル分子をインターカレーショ

ンした高スピン偏極材料を創製し、スピン偏極電流を利用した高効率な酸素発生反応を実証した。 

キラル分子(Methylbenzylamine: MBA)がインターカレーションした MoS2 (キラル MoS2)は、水熱合

成法により合成した。スピン偏極率の評価のため、スピン偏極コンダクティブ AFM 法によって偏極

率評価を行ったところ、75%に達する高いスピン偏極率が明らかとなった。 

キラル MoS2 を電極上に

担持して、酸素発生反応を

行ったところ、スピン三重項

酸素発生反応過程におけ

る競合反応であるスピン一

重項過酸化水素生成の抑

制が観測され、効率的な酸

素発生反応が実証された。 
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